









































































































































































































































































































































担当教官Ｂ 受講学生⑪ 戸、ソ ⑳
〃〃
担当教官Ｃ 受講学生⑪ 戸～ ⑳
〃〃
科目Ｉ
科目Ⅱ
科目Ⅲ
合同の口頭発表（ＯＨ
Ｐなどを使用）及び口
頭試問
教官３名
(Ａ，Ｂ
学生30名
(①～⑳）
Ｃ）
留学生教育センター紀要
７．単位の認定と学位の授与
これまでに述べてきた主として留学生に対する特別科目は，いずれにせよ通常の学位取得を目的
とした科目とは異なり，留学生にとっては余分の負担となるものである。つまり通常の入学試験を
受けて入ってくる学生達が取得すべき単位に加えて，留学生が勉強しなければならない特訓科目と
でもいうべき科目である。このような科目を履修した学生に単位を与えることができる方策を工夫
すべきであると筆者らは考えている。留学生教育センターには単位認定権がないから，留学生が所
属する学部や研究科で別表外科目として認めてもらうなどといった工夫が必要である。折角勉強し
ても単位にならないのでは，学生の勉学意欲をそぐことになろう。
ところで，このような特別科目の単位をいくらとったからといって，これが学位につながる道は
現在のところない。学部や研究科で課された正規科目を修得しなければ学位にむすびつかない。と
すれば，上述の特別科目を一生懸命勉強したところで，学位を取るうえでのメリットにはならない
わけである。これでは，また，留学生の勉学意欲をそぐことになろう。そこで学部や研究科が通常
出している学位以外の学位を与えることができないかと，筆者らは考えてふた。
修士課程を終了した学生を対象に学位授与機構に申請すると学士の学位をもらうことができる。
この方法で，３年から飛び級で大学院に入った学生にも学士の学位を与えることができるわけであ
る。修士課程に入学した留学生が本稿で述べた特別科目をある単位数以上取得した場合，この制度
を利用して学士の学位を申請することが可能ではあるまいかと思われる。本学の修士の学位と共
に，学位授与機構からの学士の学位が取得できることになる。このように２つの学位に結びつくの
であれば，留学生にとって余分の時間と労力を使って特別科目の単位を取得するメリットがあるの
ではなかろうか。たとえばこのような方策で，留学生の勉学意欲を発掘する努力も必要であると筆
者らは思う。学位授与機構から準学士を受けるなどの方策も含めて，どのような方策が最も妥当で
あるかは，今後の検討課題であろう。
８．おわりに
留学生が激増中であるという時代の流れの中で，本学は北陸における留学生教育の拠点大学にな
ろうとしている。このような動きのなかで留学生教育センターの将来像を具体的に作り上げてゆく
必要がある。本稿は，そのたたき台のひとつとして筆者らが作成した試案である。多くの方々の御
意見と御批判をあおぎながら，本学の留学生教育の方向を見定めてゆきたいと考えている。
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